
【別紙】宍粟市認定地域クラブ立ちあげに関するFAQ ※令和８年６月時点

№ 内　容 質　問 回　答

1 認定に関すること
参加者がない場合や、中学生が参加していない場合は認
定されませんか？

現在、中学生が参加していないクラブについても、認定要件に合致した活動の実態等があれば認定が可能
です。中学生に対する募集は随時行っていただき、中学生の参加があった時点で市へ報告してください。

2 認定に関すること 特別な資格がなくても指導者として登録できますか？
指導者資格保持の有無によって認定の可否を判断することはありませんが、各種大会に出場する場合、競
技種目によっては指導者資格が必要な場合がありますので、各自で確認をお願いします。

3 認定に関すること
「適切な指導の実施体制が確保されていること」とはどう
いうことですか？

適切な指導者による適切な指導を徹底するためにも、コンプライアンス体制の強化は重要です。そこで、認
定地域クラブに登録されている指導者等を対象としたコンプライアンス研修を実施します。

4 認定に関すること 市外の生徒も受け入れ可能ですか？
例えば団体競技で、市内の参加生徒だけではチームが組めない、または参加生徒の希望があれば受け入
れは可能です。ただし、今後、新たな公的支援を整備していくうえで、対象とはならない可能性があることは、
ご理解ください。

5 認定に関すること
学校との連携とは、具体的にどのようなことをすればいい
ですか？

地域クラブ参加生徒が所属する学校に対して、活動計画（練習曜日や大会日程がわかるもの）を提出する
とともに、学校の年間行事（テスト期間や修学旅行の日程など）に配慮して毎月の練習計画を立てること、
また、中体連登録を地域クラブから申請する場合は、学校長へ報告するなどが必要です。

6 認定に関すること
週当たりの活動時間が11時間程度ということですが、そ
れより少なくても問題ありませんか？

問題ありません。活動内容によっては、週1回程度の実施ということも考えられます。

7 認定に関すること
大会への参加等により、休日の２日間ともに活動すること
はできますか？

問題ありませんが、その場合は、翌週に休養日を増やすなどして、活動時間の調整を行ってください。

8 認定に関すること
大会やコンクールなどに出場することは認定の要件です
か？

認定要件でありません。必ずしも大会やコンクールに出場することが目的ではなく、生徒の居場所づくりや、
勝敗にこだわらない活動も、地域展開ならではの活動です。

9 認定に関すること
役員（代表、副代表、会計、監事等）は必ず置かなければ
なりませんか？また、指導者と兼ねることもできますか？

団体の持続的・安定的な運営、また適切なガバナンス機能を確保するためにも、必ず設置してください。な
お、指導者が役員を兼ねることは可能です。

10 認定に関すること
「○時までに活動を終わらせなければいけない」といった
ルールはありますか？

市内の公共スポーツ施設の利用時間が22時までとなっており、できるだけ早い活動終了時間になるように
お願いします。

11 認定に関すること
現在部活動に所属している生徒が、年度途中から地域ク
ラブへの移籍を希望することはできますか？

年度途中であっても、生徒自らが希望し移籍する場合は問題ありません。市としては、生徒が所属先を自由
に選択できるように、学校および地域クラブと連携していきます。なお、中体連への登録申請時期の関係も
ありますので、移籍を希望する場合は事前に市へご相談ください。

12 認定に関すること
教職員が地域クラブを立ちあげたり、指導者として関わる
ことは可能ですか？

可能です。ただし、所属する学校長を通して兼職兼業届を提出いただくことが必要です。なお、許可には基
準があるため、詳細は学校教育課へお問い合わせください。

13 認定に関すること
市職員が地域クラブを立ちあげたり、指導者として関わる
ことは可能ですか？

可能です。ただし、人事課を通して届を提出いただくことが必要です。なお、許可には基準があるため、詳細
は人事担当課へお問い合わせください。

14 認定に関すること
現在の学校部活動と連携して、平日は学校で部活動、休
日は地域クラブ活動をするような体制は可能ですか？

可能です。まずは休日の部活動を地域へ移行する休日先行型の地域展開となります。その場合、平日と休
日で指導者が変わること、大会への出場方法などについて学校と地域クラブが密に連携を図りながら進め
ていく必要がありますので、事前に事務局へご相談ください。

15 認定に関すること 市外の競技団体が申請することは可能ですか？ 市内に活動拠点を有する団体で、市内の中学生が参加できる団体であれば、申請可能です。

16
クラブの管理・運営に
関すること

指導者に支払う謝金に基準や決まりはありますか？ 依頼する内容により異なりますが、国の目安（部活動指導員への報酬）は時給1,600円としています。

17
クラブの管理・運営に
関すること

指導者へ謝金を支払う際、源泉徴収は必要ですか？ 源泉徴収義務者に該当する場合は必要です。詳細は国税庁のホームページをご確認ください。
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18
クラブの管理・運営に
関すること

クラブから謝金を受け取った際、確定申告等は必要です
か？

経費等を差し引いた年間の副収入が、20万円を超える場合は確定申告が必要です。詳細は国税庁のホー
ムページをご確認ください。また、20万円未満であっても、住民税の申告は必要になります。住民税に関す
るご相談は市役所税務課までお願いいたします。

19
クラブの管理・運営に
関すること

指導者も保険には必ず加入しなければいけませんか？ 参加者、指導者ともに必ず保険に加入してください。

20
クラブの管理・運営に
関すること

地域クラブ活動中の事故等における責任の所在はどこで
すか？

活動中における責任（施設の不備等を除き）の所在は各地域クラブにあります。そのため各クラブには民間
のスポーツ安全保険等に加入することが認定の要件です。活動中における自身のケガや死亡を補償する
傷害保険、他人にケガをさせたり他人の物を壊したりした際の損害賠償責任を負うことによって被った損害
を補償する賠償責任保険などが想定されるためです。

21
クラブの管理・運営に
関すること

適切な活動時間や休養日の設定（平日は１日２時間程度
以内、休日は１日３時間程度以内の活動を基本に、週当た
りの活動時間は11時間程度の範囲内とし、週２日以上の
休養日を設ける）について、具体的なイメージを教えてくだ
さい。

１週間あたり平日４日（2時間×４日＝８時間）と休日１日（３時間×１日＝３時間）で平日と休日１日ずつ休
養日を設けることとなっていますが、週１回のみ、月１回のみの活動でも問題ありません。また、休日（土・日）
に活動の中心がシフトしていくことも考えられますので、平日の活動を３日以内に抑えつつ、休日に２日連続
した活動を行うなども可能です。大会やコンクールにおいて休日２日間活動が行わる場合は、翌週に休養
日を多く設けるなど柔軟な対応をお願いします。

22
クラブの管理・運営に
関すること

参加者が負担する月会費は、必ず3,000円でなければい
けませんか？

週１回（月４回程度）活動をされる場合の国が示す目安は3,000円ですが、クラブの活動内容によって変え
ることは可能です。

23
クラブの管理・運営に
関すること

中体連の登録申請に期限はありますか？
原則、新中学２・３年生は３月30日までに、新中学１年生は翌年度の５月末までを申請期間としています。
（Ｒ８．３．１８発出「兵庫県中学校体育連盟主催大会への地域クラブ活動の参加資格の特例について」よ
り）

24
クラブの管理・運営に
関すること

指導者の仕事の関係で、平日は早い時間からの活動が難
しいが、それまで参加生徒はどうすればいいですか？

原則、参加生徒が学校に残って教員の負担となることのないよう、一時帰宅して活動時間までは自宅で過
ごすか、指導者が到着するまでの間、保護者等がスタッフとして、生徒の活動を見守るなどの対応が必要で
す。

25
クラブの管理・運営に
関すること

令和10年まで部活動が継続するなかで、地域クラブへ生
徒が移籍したり、最初から部活動ではなく、地域クラブを
選択しても良いのですか？

生徒自らの希望による移籍であれば問題ありません。市としては、令和10年10月にスムーズに地域展開
が完了できるよう、この過渡期においても、地域と学校がともに連携・協力しながら子どもたちのスポーツ・
文化芸術活動の場を確保していきたいと考えています。

26
市の支援・補助に関す
ること

参加者の会費や指導者の謝金、活動に必要な道具の購
入費用など、市からの補助（支援）制度はありますか？

原則、地域クラブの活動は、地域クラブの会費等で運営をお願いします。現在、市からの具体的な財政支援
については、検討中です。

27
市の支援・補助に関す
ること

活動場所は、市で確保してもらえますか？
活動場所については、各地域クラブでの確保をお願いしています。市内の公共施設はWEB予約が可能と
なっています。→宍粟市公共施設予約システム

28
市の支援・補助に関す
ること

平日は遅い時間までの練習となる可能性がありますが、参
加生徒の送迎支援はありますか？

原則、習い事と同様に自転車や必要に応じて保護者の送迎となりますが、広域な市域であるため公共交通
機関及びスクールバスの活用も含めた検討を進めています。

29
市の支援・補助に関す
ること

参加生徒の会費や指導者謝金を一括で管理するような運
営団体はないのですか？

現在はありませんが、将来的に、民間企業やNPO法人など、認定地域クラブの管理・運営を一括で担う運
営団体の必要性は市としても感じています。

30
市の支援・補助に関す
ること

指導者資格取得に対する支援はありますか？
兵庫県の補助事業「JSPO公認指導者資格取得経費補助事業」も活用しながら、指導者が資格を取得し
やすい制度を検討していきます。

31
市の支援・補助に関す
ること

学校部活動が令和10年まで続くということは、それまで中
学校施設は使えないのですか？

基本的に、部活動の活動中は、中学校施設は部活動が使用しますが、今後、部活動から地域クラブ活動へ
展開していくため、使用については、各中学校にお問い合わせてください。

32
市の支援・補助に関す
ること

学校施設の備品等を使えますか？
基本的に、部活動の活動中に限らず、学校備品は各学校で管理・使用しています。備品等の使用について
は、各学校にお問い合わせてください。
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33
市の支援・補助に関す
ること

特に冬場は日照時間が短く、十分な練習時間が確保でき
なかったり、屋外スポーツは照明の関係で夜間の活動が
できませんが、どうしたらいいですか？

活動場所の確保だけでなく、設備（ハード面）についても課題があること、また平日（特に冬場）の活動につ
いては、今後検討を進めていく必要があると考えています。

34
市の支援・補助に関す
ること

学校の体育館を使用する際、スペアキーを貸与してもらう
ことは可能ですか？

セキュリティの関係上、各クラブへスペアキーを貸与することはできません。令和９年度から、市内の学校施
設において、順次暗証番号管理のキーBOXを設置していく予定です。
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